
令和８年度放流用種苗の中間育成並びに育成施設の保守及び管理委託業務仕様書 

 

１ 事業の内容 

事業の内容は以下のとおりとし、実施方法・実施期間等その詳細については県が別

途定める運営計画書によるものとする。 

（１）種苗の中間育成及び配布 

農林水産総合センター水産研究所等で生産した放流用種苗を、県下３か所に整

備した増殖場及び農林水産総合センター水産研究所において適正サイズまで中間

育成した後、県が別に指定する市又は漁業協同組合に配布する。 

＜中間育成魚種等について＞ 

区 分 種 類 
育成尾数及び全長 

（受け入れ時） 
放流目標尾数及び全長 

魚 類 オニオコゼ 5万尾(15mm) 2.5万尾(40mm) 

甲殻類 

ガザミ 

ヨシエビ 

クルマエビ 

350万尾(C1) 

400万尾(15mm) 

120万尾(13mm) 

140万尾(C3) 

125万尾(40mm)、75万尾(25mm) 

60万尾(40mm) 

※育成尾数等については、種苗生産の状況により増減することがある。 

（２）施設及び物品の保守・管理 

尻海増殖場、大畠増殖場、寄島増殖場、その付帯施設及び物品を周年にわたり

適正に保守・管理する。 

 

２ 事業の実施 

事業の実施に当たっては以下の点を十分考慮して実施するものとする。 

（１）事業実施期間及び担当者 

令和８年４月１日から令和９年３月３１日までとし、具体的に作業別の担当者

を定めるものとする。 

（２）実施方法 

岡山県が別途定める尻海増殖場、大畠増殖場、寄島増殖場、農林水産総合セン

ター水産研究所運営計画書により実施する。 

 

３ 事業報告書 

委託事業が終了したとき又は岡山県が必要とするときは、岡山県が別に指示すると

ころにより事業報告書を提出するものとする。 

  



尻海増殖場運営計画書 

 

１ 中間育成計画 

種 苗 名 ガザミ 

育成目標 
Ｃ１サイズ種苗１，７５０千尾を、Ｃ３サイズまで、歩留４０％を目

標に育成する。 

育成期間 約１０日 

餌  料 人工飼料及び生餌 

育成方法 直接放養 

育成管理 毎日、水温測定、水位調節を行う。また、適宜、体長を測定する。 

取り上げ 澪筋に集め、たも網で採捕する。 

配布計画 県が別に指定する市、漁業協同組合に配布する。 

そ の 他 詳細は水産課が指示する。 



２ 実施スケジュール 

区 分 
種苗生産計画 

（水産研究所資源増殖室） 

中間育成計画 

（尻海増殖場） 

５ 月 

 

5月上旬 ガザミ種苗生産開始 

 

 

 

 

 

5/28～ 6/ 1 整地・準備 

６ 月 

6/1   ガザミ搬出 6/ 1     ガザミ育成開始 

（C1・1,750千尾） 

 

ガザミ育成 

 

 

6/10～ 6/12 ガザミ取上げ・配布 

 

6/12～ 6/21 片付け・整地 

（月日は予定） 



３ 保守・管理施設等 

（１）施設 

堤   防 ・・・・・・ １３３．０ｍ（７００ｍ２） 

育 成 池 ・・・・・・ １面（１０，６６０ｍ２） 

斜   路 ・・・・・・ １１０ｍ２ 

道 路 敷 ・・・・・・ ３４０ｍ２ 

水 路 敷 ・・・・・・ １，６４０ｍ２ 

管理用敷地 ・・・・・・ ６００ｍ２ 

管 理 棟 ・・・・・・ 平屋１棟（５０ｍ２） 

 

（２）物品 

名称 形式又は仕様 

和船 ヤマハＷ－１８ＤＦ 

船外機 Ｆ６ＡＭＨ 

トラクター イセキ ＴＨ１８５ 

ロータリー イセキ ＢＲＨ１２５ＶＢ 

均整板 イセキ ＪＫＬ－１４４０ＤＸ 

管理機 ホンダ Ｆ２２０ 

発電機 デンヨー ＢＬＧ－１０ＦＳＳＹ 

自動給餌機 ＭＩＮＯＲＵ ＬＭ－９１ 

水中水流機 
ＱＢ－０．７５ツインフロート式 

（２００Ｖ、０．７５ＫＷ） 

水車 ＦＩ－７５Ｈ海水仕様 

海水冷却機 ビックラーＴＣ－１５００Ｅ（２００Ｖ、１．５ＫＷ） 

ブロアー ダイヤフラムブロアーＤＦ３００－０．２ＫＷ 

高圧洗浄機 ＫＡＲＣＨＥＲ Ｋ．２．９９ 

 



名称 形式又は仕様 

水中ポンプ 

ツルミＫＴＺ－４３．７－６４（２００Ｖ、３．７ＫＷ） 

ツルミＰＵＡ－２.７５（２００Ｖ、０．７５ＫＷ） 

ツルミＬＳＲ２.４Ｓ（１００Ｖ，０．４８ＫＷ） 

電気網 大型、小型 

充電機 ＨＲ－ＭＡＸ５５ 

電子計 Ａ&Ｄ ＧＦ－２００ 

自動台ばかり クボタＫＬ－１０ 

電動チェーン 

ブロック 
象印 αＳＢ－０５ 

バッテリー １３０Ｆ（１２Ｖ ７０Ａ） 

PH・DOメ－タ－ ホリバ Ｄ－５１ 

仕切り網 Ⅰ～Ⅴ型、魚取部前 

種苗取上網 種苗取り上げ用の箱状の受け網 

蓄養箱 種苗蓄養用の箱状の受け網 

ゴミ除けネット ２型 

 

  



大畠増殖場運営計画書 

 

１ 中間育成計画 

種 苗 名 クルマエビ ヨシエビ 

育成目標 

１３ｍｍサイズ種苗１，２００

千尾を、４０ｍｍサイズまで、歩

留５０％を目標に育成する。 

１５ｍｍサイズ種苗２，５００

千尾を、４０ｍｍサイズまで、歩

留５０％を目標に育成する。 

育成期間 約３５日 約５０日 

餌  料 人工飼料 人工飼料 

育成方法 直接放養 

育成管理 毎日、水温測定、水位調節を行う。また、適宜、体長を測定する。 

取り上げ 電気網により取上げを行う。 

配  布 県が別に指定する市、漁業協同組合へ配布する。 

そ の 他 詳細は水産課が指示する。 



２ 実施スケジュール 

区 分 
種苗生産計画 

（水産研究所資源増殖室） 

中間育成計画 

（大畠増殖場） 

５ 月  

5/20～ 5/25 整地・準備 

5/25     クルマエビ搬入 

（香川県との種苗交換） 

クルマエビ育成開始 

（13㎜・1,200千尾） 

６ 月 

 

 

 

 

6月中旬 ヨシエビ種苗生産開始 

クルマエビ育成 

 

 

6/29～ 7/ 4 クルマエビ取上げ 

・配布 

７ 月  

7/ 4～ 7/ 9 片付け・整地 

８ 月 

 

8/10 ヨシエビ搬出 

8/ 5～ 8/10 整地・準備 

8/10     ヨシエビ育成開始 

（15mm・2,500千尾） 

 

ヨシエビ育成 

 

９ 月 

 

9/29～10/ 4 ヨシエビ取上げ・配付 

１０月 

 10/ 4～10/ 9 片付け・整地 

（月日は予定） 

 

 



３ 保守・管理施設等 

（１）施設 

堤   防 ・・・・・・ ２４０．０ｍ 

育 成 池 ・・・・・・ １面（３，３００ｍ２） 

斜   路 ・・・・・・ １０８ｍ２ 

道 路 敷 ・・・・・・ １，１９０ｍ２ 

水 路 敷 ・・・・・・ １３０ｍ２ 

管理用敷地 ・・・・・・ ５００ｍ２ 

管 理 棟 ・・・・・・ 平屋１棟（１０５ｍ２） 

 

（２）物品 

名称 形式又は仕様 

和船 ヤマハＷ－１８ＤＦ 

船外機 ヤマハＦ６ＡＭＨ 

トラクタ－ クボタＪＢ１３ＸＳＰＢＡＲＦ１Ｂ 

管理機 ホンダ Ｆ２２０ 

発電機 デンヨー ＢＬＧ－１０ＦＳＳＹⅡ 

自動給餌機 ＭＩＮＯＲＵ ＬＭ－１５０ 

水中水流機 
ＱＢ－０．７５ツインフロート式 

（２００Ｖ、０．７５ＫＷ） 

海水冷却機 チタチラーＴＣ－１５００Ｅ 

ブロアー ダイヤフラムブロアーＤＦ３００－０．１ＫＷ 

高圧洗浄機 ＫＡＲＣＨＥＲ Ｋ－４.００ 

水中ポンプ 
ツルミ ＰＵＡ－２.７５（０．７５ｋｗ） 

ツルミ ＬＳＲ２.４Ｓ（０．４ｋｗ） 

電気網 小型 

充電機 急速充電ＨＲ－ＭＡＸ７０Ｄ     

 



名称 形式又は仕様 

電子ばかり  Ａ&Ｄ ＧＦ－２０３Ａ 

自動台ばかり ＰＦ－６－３０Ｆ 

リヤカ－ 和気商店２５－２５３６    

バッテリ－ ７５Ｄ－３１Ｒ（１２Ｖ ７０Ａ）  

PH・DOメ－タ－ ホリバ Ｄ－５１ 

仕切網 ２型 

種苗取り上げ網 種苗取り上げ用の箱状の受け網 

蓄養箱 種苗蓄養用の箱状の受け網 

活魚タンク スイコ－１ｔタンク 

 

  



寄島増殖場運営計画 

 

１ 中間育成計画 

種 苗 名 ガザミ 

育成目標 
Ｃ１サイズ種苗１，７５０千尾を、Ｃ３サイズまで、歩留４０％を

目標に育成する。 

育成期間 約１０日 

餌  料 人工飼料及び生餌 

育成方法 直接放養 

育成管理 毎日、水温測定、水位調節を行う。また、適宜、体長を測定する。 

取り上げ 澪筋に集め、たも網で採捕する。 

配布計画 県が別に指定する市、漁業協同組合に配布する。 

その他 詳細は水産課が指示する。 



２ 実施スケジュール 

区 分 
種苗生産計画 

（水産研究所資源増殖室） 

中間育成計画 

（寄島増殖場） 

５ 月  

5月上旬 ガザミ種苗生産開始 

 

 

5/31   ガザミ搬出 

 

 

 

 

 

5/27～ 5/31 整地・準備 

5/31    ガザミ育成開始 

（C1･1,750千尾） 

 

６ 月   

ガザミ育成 

 

 

6/ 9～ 6/ 11 ガザミ取上げ・配布 

6/ 11～ 6/20 片付け・整地 

 

（月日は予定） 



３ 保守・管理施設等 

（１）施設 

堤   防 ・・・・・・ ２６１．０ｍ 

育 成 池 ・・・・・・ １面（７，９００ｍ２） 

斜   路 ・・・・・・ １２４ｍ２ 

道 路 敷 ・・・・・・ ７２０ｍ２ 

水 路 敷 ・・・・・・ ９０ｍ２ 

管理用敷地 ・・・・・・ ２，２５０ｍ２ 

管 理 棟 ・・・・・・ 平屋１棟（１２０ｍ２） 

 

（２）物品 

名称 形式又は仕様 

和船 ヤマハＷ－１８ＤＦ 

船外機 
ヤマハＦ６ＡＭＨ 

ヤマハ９.９ＣＭＨ 

トラクタ－ イセキ ＴＦ１７ＨＦ－ＳＵＫＷＸ 

ロータリー イセキ ＡＲＨ１２５Ｖ 

均整板 イセキ製 ＪＫＬ－１４４０ＤＸ 

管理機 イセキ ＫＭ４１－ＦＢＤ 

発電機 デンヨー ＢＬＧ－１０ＦＳＳＹⅡ 

自動給餌機 ＭＩＮＯＲＵ ＬＭ－９１ 

水中水流機 
ＱＢ－０．７５ツインフロート式 

（２００Ｖ、０．７５ＫＷ） 

海水冷却機 チタチラーＴＣ－２２００Ｅ 

ブロアー ダイヤフラムブロアーＤＦ３００－０．２ＫＷ 

高圧洗浄機 
ＨＰＪ－３７Ｔ・ジェットガンノズル・Ｖジェット 

ＫＡＲＣＨＥＲ Ｋ－２.１８０ 

水中ポンプ 
ツルミ ＰＵＡ－２．７５（０．７５ｋｗ） 

ツルミ ＬＳＲ－２．４Ｓ（０．４ｋｗ） 

 



名称 形式又は仕様 

電気網 大型、小型 

充電機 急速充電Ｉ ＹＡＳＡＫＡ ＦＢＣ－７０－Ｄ   

電子ばかり Ａ&Ｄ ＧＦ－２００ 

自動台ばかり ＫＬ－１０ 

リヤカ－ 和気商店２５－２５３６    

PH・DOメ－タ－ ホリバ Ｄ－５１ 

仕切り網 ３型 

種苗取上網 種苗取り上げ用の箱状の受け網 

蓄養箱 種苗蓄養用の箱状の受け網 

活魚タンク スイコ－１ｔタンク 

 

  



農林水産総合センター水産研究所運営計画 

 

１ 中間育成計画 

種 苗 名 オニオコゼ ヨシエビ 

育成目標 

１５ｍｍサイズ種苗５０千尾を４

０ｍｍサイズまで、歩留５０％を

目標に育成する。 

１５ｍｍサイズ種苗１，５００千

尾を２５ｍｍサイズまで、歩留５

０％を目標に育成する。 

育成期間 約６５日 約２０日 

餌  料 人工飼料及び生餌 人工飼料 

育成方法 小割網生け簀 コンクリート水槽 

育成管理 毎日、水温測定、水位調節を行う。また、適宜、体長を測定する。 

取り上げ 水槽内の水位を下げ、たも網等で採捕する。 

配  布 県が別に指定する市、漁業協同組合へ配布する。 

そ の 他 詳細は水産課が指示する。 



２ 実施スケジュール 

区 分 
種苗生産計画 

（水産研究所） 

中間育成計画 

（水産研究所） 

６  月 

 

 

6月中旬 オニオコゼ・ヨシエビ 

種苗生産開始 

 

 

７ 月 

 

7/29   オニオコゼ搬出 

7/26～ 7/29 オニオコゼ準備 

7/29     オニオコゼ育成開始 

（15㎜･50千尾） 

 

オニオコゼ育成 

８ 月 

 

8/10   ヨシエビ搬出 

8/ 7～ 8/10 ヨシエビ準備 

8/10     ヨシエビ育成開始 

（15mm・1,500千尾) 

 

ヨシエビ育成 

 

 

8/30～ 8/31 ヨシエビ取上げ・配布 

8/31～ 9/ 2 片付け 

 

９ 月 

 

 

１０月 

  

10/ 3～10/ 4 オニオコゼ取上げ・配布 

10/ 4～10/ 9 片付け 

（月日は予定） 

 



３ 保守・管理施設等 

（１）物品 

名称 形式又は仕様 

小割網生け簀 モジ網製（水槽用） 

生け簀用枠 ステンレス製 

 

 


